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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

９
月
19
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
７
時　
　

場
所　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
（
会
員
限
定
）

新
規
開
業
医
講
習
会「
新
規
個
別
指
導
対
策
編
」

日
時　

９
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
７
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

講
師　

 

浅
田
聡
氏
（
関
電
病
院
循
環
器
内
科
心
血
管
治
療
部

部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

循
環
器
疾
患
と
歯
科
領
域
の
関
わ
り

大
阪
市
南
部
地
区
講
習
会

日
時　

10
月
10
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
会
保
険
労
務
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
３
千
円　

未
入
会
者
１
万
円

労
働
条
件
通
知
書
（
労
働
契
約
書
）
作
成
の
ノ
ウ
ハ

ウ
（
仮
題
）

経
税
部
・
雇
用
管
理
対
策
講
習
会
シ
リ
ー
ズ
②

日
時　

10
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

 

シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大
阪
４
階
（
大
阪
市
中
央
区
本
町
橋

２
‐
31
、
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
隣
）

講
師　

 

戸
原
玄
氏
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
医
歯
学
総

合
研
究
科
老
化
制
御
学
系
口
腔
老
化
制
御
学
講
座
高

齢
者
歯
科
学
分
野
准
教
授
）

会
費　

歯
科
・
医
科
会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

 

90
人　

※
10
月
３
〜
４
日
は
、
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ

か
で
保
険
医
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す

摂
食
・
嚥
下
障
害
の
評
価
と
訓
練
の
実
際

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
講
演
会

日
時　

９
月
26
日
（
土
）
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分　
　

場
所　

 

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
教
育
棟
３
階
（
Ｊ
Ｒ

・
南
海
空
港
線
「
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
」
駅
徒
歩
５
分
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
（
会
員
限
定
）　
　

定
員　

50
人

個
別
指
導
対
策
講
習
会
〜
増
え
る
内
部
告
発
・
患
者

通
報
へ
の
対
応
〜

泉
州
地
区
準
備
会

日
時　

９
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

林
美
加
子
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
口
腔

分
子
感
染
制
御
学
講
座
歯
科
保
存
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

成
功
す
る
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
修
復
―
理
論
か
ら

テ
ク
ニ
ッ
ク
お
よ
び
器
材
選
択
の
ヒ
ン
ト
ま
で
―

９
月
度
生
涯
研
修

講演を聞く参加者＝８月
22日、Ｍ＆Ｄホール　　

日
時　

10
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

に
出
会
っ
た
。
Ｃ
Ｔ
に
つ
い

て
は
ま
っ
た
く
の
素
人
だ
っ

た
が
多
く
の
人
に
教
え
て
い

た
だ
き
、
ま
た
本
を
読
ん
で

勉
強
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
治
療
が
マ
ス
コ
ミ

に
叩
か
れ
る
こ
と
な
く
国
民

に
信
頼
さ
れ
る
治
療
法
の
ひ

と
つ
と
な
る
た
め
の
一
端
を

担
い
た
く
な
り
、
当
時
の
経

済
産
業
省
の
国
策
に
乗
る
形

で
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
起

業
し
た
。
天
狗
は
い
け
ま
せ

ん
が
今
で
は
「
Ｘ
線
の
専
門

家
で
な
く
使
い
手
で
あ
る
臨

床
の
立
場
か
ら
の
話
な
の
で

よ
く
わ
か
る
」
な
ど
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

　

今
春
の
国
家
試
験
で
は
と

う
と
う
Ｃ
Ｔ
画
像
の
中
に
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
が
埋
入
さ
れ
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
画
像
が

出
題
さ
れ
た
。
ま
さ
に
Ｃ
Ｔ

診
断
の
時
代
に
突
入
し
た
よ

う
に
思
え
る
。

　

歯
学
部
を
卒
業
し
て
有
床

義
歯
の
教
室
に
残
り
、
数
年

目
に
出
会
っ
た
の
が
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
治
療
。
し
か
し
、
当

時
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
画
像
診

断
は
パ
ノ
ラ
マ
に
よ
る
診
断

の
み
。
顎
骨
を
立
体
的
に
見

る
こ
と
が
で
き
ず
怖
く
て
手

術
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
ん

な
中
、
大
学
に
設
置
さ
れ
た

ド
ー
ナ
ツ
型
の
医
科
用
Ｃ
Ｔ

増
え
、
６
つ
の
歯
科
大
学
で

は
学
生
講
義
も
行
っ
て
い

る
。
特
に
ブ
ー
ム
と
も
い
え

て
保
険
算
定
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
歯
科
用
Ｃ
Ｔ
は
、

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
診
断
以
上

に
エ
ン
ド
や
ペ
リ
オ
、
埋
伏

抜
歯
な
ど
の
一
般
歯
科
診
療

に
そ
の
有
効
性
を
実
感
し
て

い
る
。

　

講
演
で
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

の
み
な
ら
ず
エ
ン
ド
や
ペ
リ

オ
な
ど
一
般
診
療
に
お
い
て

Ｃ
Ｔ
で
何
が
わ
か
る
か
を
話

し
た
い
。

　

最
後
に
１
枚
の
デ
ン
タ
ル

を
掲
載
す
る
。
患
者
は
右
側

上
顎
６
番
の
違
和
感
を
訴
え

て
来
院
。
し
か
し
デ
ン
タ
ル

で
は
何
も
読
影
で
き
な
い
。

何
も
し
な
い
訳
に
は
い
か
な

い
の
で
、
少
し
の
咬
合
調
整

と
投
薬
で
終
え
て
も
よ
い
と

思
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
答
え

は
講
演
の
中
で
話
し
た
い
。

　

「
人
事
査
定
を
念
頭
に
、

厳
し
く
追
及
し
て
く
る
傾
向

が
あ
る
」
―
。

　

８
月
22
日
に
開
い
た
医
科

・
歯
科
経
税
部
共
催
の「
医
療

機
関
へ
の
税
務
調
査
で
気
を

つ
け
る
こ
と
〜
税
務
調
査
の

本
格
化
を
前
に
〜
」で
、講
師

の
疋
田
英
司
税
理
士
（
協
会

医
業
税
理
士
団
副
団
長
）
は

８
月
下
旬
か
ら
始
ま
る
税
務

調
査
へ
の
注
意
を
促
し
た
。

　

税
務
調
査
は
、
税
務
職
員

の
人
事
異
動
・
評
価
前
後
の

８
月
下
旬
や
翌
年
４
月
に
件

数
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

る
。

　

疋
田
氏
は
想
定
事
例
を
使

い
な
が
ら
、
最
近
増
え
て
い

る
調
査
パ
タ
ー
ン
を
紹
介
。

税
務
当
局
に
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
「
事
前
通
知
」
な
ど

の
煩
雑
な
手
続
き
を
回
避
す

る
た
め
、
納
税
者
に
帳
簿
書

類
を
持
参
さ
せ
、
税
務
署
に

呼
び
出
す
手
法
が
頻
発
し
て

い
る
と
話
し
た
。
帳
簿
調
査

を
行
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
調
査
開
始
手
続
き
を
省
略

し
て
い
る
点
に
問
題
が
あ

り
、「
必
要
が
あ
る
な
ら
ば

通
常
の
調
査
開
始
手
続
き
を

行
う
よ
う
求
め
る
こ
と
が
大

事
」
と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
増
加
す
る
申

告
納
税
者
に
申
告
内
容
の
明

細
を
記
入
さ
せ
、
税
務
署
に

返
送
す
る
こ
と
を
求
め
る
照

会
文
書
に
つ
い
て
も
「
行
政

指
導
な
の
か
税
務
調
査
な
の

か
通
知
目
的
が
判
然
と
し
な

い
文
書
に
は
回
答
す
べ
き
で

は
な
い
」
と
述
べ
た
。
税
務

当
局
の
税
務
調
査
の
進
め
方

は
、
時
に
法
律
か
ら
逸
脱
し

た
手
続
き
内
容
が
あ
る
と

し
、「
税
務
調
査
の
知
識
を

深
め
、
お
か
し
い
と
思
う
こ

と
は
し
っ
か
り
指
摘
す
る
こ

と
が
重
要
」
と
、
税
理
士
ま

か
せ
に
せ
ず
、
納
税
者
と
し

て
主
体
的
な
税
務
調
査
へ
の

理
解
を
呼
び
か
け
た
。

経
税
部

８
月
下
旬
以
降
に
調
査
増
加

疋
田
税
理
士
が
注
意
点
を
解
説

10月度生涯
研 修 抄 録

今
後
は
必
須
・
必
然
!? 

今
春
の
国
試
で
も
出
題
！

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
・
歯
科
治
療
に
お
け
る

Ｃ
Ｔ
診
断
の
基
本

十
河
基
文（
㈱
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｔ
Ｏ

大
阪
大
学
招
聘
教
員　
　
　
　
　

）

　

参
議
院
で
審
議
さ
れ
て
い

る
安
保
法
案
は
、
政
府
自
身

が
日
本
国
憲
法
９
条
に
違
反

す
る
と
し
て
き
た
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
を
認
め
、
自
衛

隊
の
海
外
で
の
活
動
範
囲
を

限
り
な
く
広
げ
る
も
の
で
あ

る
。

　

大
多
数
の
憲
法
学
者
が
違

憲
表
明
し
て
い
る
よ
う
に
、

安
保
法
案
が
憲
法
違
反
の
法

案
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
最
高
裁
元
長
官
も
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
を
認
め

る
立
法
は
憲
法
違
反
だ
と
指

摘
し
て
い
る
。

　

内
閣
は
憲
法
の
範
囲
内
で

法
案
を
作
成
し
、
国
会
へ
提

　

協
会
が
５
日
の
理
事
会
で
採
択
し
た
安
保
法
案
の
撤
回

・
廃
案
を
求
め
る
決
議
は
次
の
通
り
。

を
守
る
た
め
」
と
し
て
説
明

し
て
き
た
立
法
事
実
が
、
国

会
審
議
で
こ
と
ご
と
く
覆
さ

れ
て
き
た
。
集
団
的
自
衛
権

行
使
の
必
要
性
に
つ
い
て
安

倍
首
相
は
、
米
艦
に
よ
る
邦

人
輸
送
を
例
に
し
た
が
、
中

谷
防
衛
相
の
、
集
団
的
自
衛

会
周
辺
で
12
万
人
、
大
阪
で

２
万
５
千
人
な
ど
全
国
で
大

き
な
抗
議
行
動
が
起
こ
っ
て

い
る
。

　

安
倍
首
相
や
関
係
閣
僚

は
、「
戦
争
す
る
た
め
の
法

案
で
は
な
い
」
と
繰
り
返
し

て
い
る
が
、「
平
和
と
安
全

破
壊
で
あ
り
、
絶
対
に
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

国
会
の
審
議
が
進
む
ほ

ど
、
法
案
に
反
対
す
る
国
民

の
声
は
ま
す
ま
す
広
が
り
、

新
聞
・
テ
レ
ビ
の
世
論
調
査

で
は
反
対
が
過
半
数
と
な
っ

て
い
る
。
８
月
30
日
に
は
国

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
国
会
議
員
は
憲
法
の
範

囲
内
で
法
律
を
つ
く
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
を
無

視
し
た
政
治
は
立
憲
主
義
の

か
に
な
っ
た
。
自
衛
隊
と
米

軍
と
の
間
の
軍
事
調
整
所
を

設
け
る
と
い
う
国
会
に
一
言

も
説
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
、
自
衛
隊
で
は
先
取
り
し

て
進
行
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
統
幕
長
が
昨
年

12
月
の
訪
米
時
に
、
安
保
法

権
の
行
使
は
邦
人
乗
船
と
は

関
係
な
く
あ
り
得
る
と
の
答

弁
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

ま
た
、
衆
議
院
で
法
案
審

議
が
始
ま
っ
た
日
に
自
衛
隊

が
幹
部
を
集
め
て
法
案
成
立

を
前
提
と
し
た
具
体
化
の
説

明
を
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

制
は
夏
ま
で
に
は
終
了
す
る

と
米
軍
幹
部
に
約
束
を
し
て

い
る
。
法
案
の
閣
議
決
定
も

さ
れ
て
い
な
い
時
点
で
の
こ

う
し
た
行
為
は
、
国
会
や
国

民
を
無
視
し
た
も
の
で
到
底

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

国
会
会
期
は
あ
と
３
週
間

と
な
っ
た
。
政
府
は
、
国
民

の
多
数
の
声
に
反
し
て
９
月

14
日
の
週
に
も
参
議
院
で
強

行
成
立
を
狙
っ
て
い
る
が
、

立
憲
主
義
、
民
主
主
義
、
平

和
主
義
を
破
壊
す
る
安
保
法

案
の
成
立
は
断
固
容
認
で
き

な
い
。
法
案
の
撤
回
・
廃
案

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

２
０
１
５
年
９
月
５
日

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

第
６
回
理
事
会

安
保
法
案
の
強
行
採
決
に
反
対
し
、

撤
回
・
廃
案
を
求
め
る

人形劇団クラルテ　「有頂天家族」を舞台化
大阪市子ども文化センター
10/2（金）14：00／19：00

10/3（土）14：00／18：30

10/4（日）14：00
新神戸オリエンタル劇場　
10/17（土）14：00
京都府立文化芸術会館　　
11/13（金）18：30

11/14（土）13：00

　大阪を代表する老舗人形劇団クラルテが
「人形芝居　有頂天家族」を公演する（公
演日程は表参照）。森見登美彦（幻冬舎文
庫）のベストセラー小説を人形劇化。演出
は大谷賢治朗。

ストーリー：平安の昔から、京の地には人
に化けた狸が人間界に暮らす。狸界の頭領
の父を失った四兄弟に降りかかる大騒動。
明らかになる父の死…。天狗と人間とライ
バル一家を巻き込んだ傑作ファンタジー。
会員特別価格3350円（当日4000円）。問い
合わせは事務局まで。℡06-6568-7731


